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兵
器
と
し
て
の
威
力
が
分
か
る
と
、
鉄
砲

は
瞬
く
間
に
広
が
る
。
根
来
、
自
由
都
市
の

堺さ
か
い

、
刀
鍛
冶
の
集
団
近
江
の
国く

に

友と
も

が
銃
砲
生
産

地
と
し
て
名
を
は
せ
る
。
鉄
砲
は
刀
や
槍や

り

と
違

い
、
発
射
の
手
順
さ
え
覚
え
れ
ば
誰
で
も
使
え

る
。
火
力
の
差
が
戦
い
の
帰き

趨す
う

を
決
す
る
。
こ

れ
に
着
目
し
た
の
が
信
長
。
姉あ

ね

川が
わ

の
合
戦
で
国

友
村
を
領
有
し
、
堺
を
支
配
下
に
置
い
た
。
金

の
成
る
木
と
鉄
砲
の
産
地
を
押
さ
え
た
。

１
５
７
５
年
、
当
時
最
強
の
武
田
騎
馬
軍
団

と
織
田
・
徳
川
が
衝
突
す
る
。
信
長
は
３
千
挺

の
鉄
砲
を
用
い
圧
倒
。
朝
鮮
出
兵
の
頃
、
鉄
砲

は
50
万
挺
に
上
っ
た
。
こ
の
数
は
世
界
ト
ッ
プ
。

中
東
を
支
配
し
て
い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
火
力

の
強
さ
で
「
火
薬
帝
国
」
と
呼
ば
れ
た
。
だ
が

日
本
は
そ
の
倍
ほ
ど
の
鉄
砲
を
有
し
、
兵
力
も

50
万
人
を
超
え
る
軍
事
大
国
だ
っ
た
。

世
界
で
最
初
に
鉄
砲
が
発
明
さ
れ
た
の
は
12

世
紀
の
南な

ん

宋そ
う

。
日
本
を
襲
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
も
鉄

砲
を
使
っ
た
。
火
薬
技
術
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で

中
東
へ
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
る
。
15

世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
や
ア

メ
リ
カ
大
陸
へ
の
大
航
海
時
代
が
始
ま
る
。

そ
の
終
り
頃
、
よ
う
や
く
日
本
に
た
ど
り
着

い
た
。
火
器
技
術
は
西
へ
西
へ
と
進
み
４
０
０

年
の
時
を
経
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
西
端
ポ

ル
ト
ガ
ル
か
ら
、
万
里
の
波は

濤と
う

を
越
え
て
極
東

の
島
へ
伝
わ
っ
た
。〝
後
進
国
〞
の
日
本
は
、
極

め
て
短
期
間
で
世
界
最
大
の
鉄
砲
保
有
国
と

な
っ
た
。
何
と
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
だ
！

大
学
の
同
級
生
に
「
根ね

来ご
ろ

」
と
い
う
姓
の
男

が
い
る
。
長
身
で
広
い
肩
幅
。
四
角
張
っ
た

顔
。
和
歌
山
市
の
出
。
根
来
は
戦
国
末
、
和
歌

山
か
ら
大
阪
南
部
の
和い

ず
み泉
・
岸き

し

和わ

田だ

ま
で
勢
力

を
誇
っ
た
根ね

来ご
ろ

寺じ

の
僧
兵
「
根
来
衆
」
と
し
て
、

歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
。
寺
領
72
万
石
で
、

１
万
人
の
僧
兵
を
擁
し
た
。
大
名
並
み
だ
。

１
５
４
３
年
８
月
、
種
子
島
に
明み

ん

国こ
く

の
船
が

漂
着
。
乗
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
火
縄
式

銃
砲
を
所
持
し
て
い
た
。
島
主
種た

ね

が

し
ま

子
島
時と

き

堯た
か

は

高
い
額
で
２
挺ち

ょ
う

を
購
入
し
た
。
種
子
島
は
古
く

か
ら
砂
鉄
が
取
れ
、
多
く
の
刀
匠
が
い
た
。
武

器
製
造
の
盛
ん
な
ハ
イ
テ
ク
の
島
だ
っ
た
。
銃

身
や
ネ
ジ
づ
く
り
の
難
題
を
神
業
的
に
解
決
し
、

８
か
月
で
国
産
銃
を
完
成
さ
せ
た
。

こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
根
来
寺
の
坊
さ
ん
が
島

に
渡
る
。
製
法
を
覚
え
、
門
前
町
に
住
む
鍛
冶

師
に
作
ら
せ
た
。
根
来
衆
は
巧
妙
な
砲
術
を
編

み
出
し
、
精
強
な
鉄
砲
隊
を
創
設
し
た
。
根

来
寺
に
近
い
紀
の
川
の
下
流
域
に
住
む
人
々

は
、
雑さ

い

賀か

衆し
ゅ
う

と
呼
ば
れ
た
。
良
質
な
水
田
に
加

え
、
瀬
戸
内
や
明
と
の
海
上
交
易
で
利
益
を
あ

げ
た
。
そ
の
経
済
力
で
鉄
砲
を
仕
入
れ
る
。
一

方
操
作
に
も
長
け
、
傭よ

う

兵へ
い

と
し
て
諸
国
に
出
向

い
た
。
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

も
根
来
・
雑
賀
衆
を
恐
れ
た
。

何
故
驚
異
的
な
速
さ
で
国
産
化
・
量
産
化
で

き
た
の
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
高
度
な
工
業
的
基
盤

の
存
在
に
あ
っ
た
。
ま
ず
は
日
本
刀
。
強
い
衝

撃
に
耐
え
る
粘
り
強
さ
と
、
紙
も
す
っ
と
切
れ

る
鋭
さ
。
刀
匠
は
硬
軟
両
様
を
併
せ
持
つ
技

術
・
技
能
を
持
っ
て
い
た
。
次
に
良
質
の
鉄
鋼

を
作
る
「
た
た
ら
製
鉄
」。
木
炭
を
燃
料
に
砂

鉄
を
加
熱
し
鉄
を
採
り
出
す
。
そ
こ
か
ら
不
純

物
を
除
去
し
最
高
純
度
の
玉た

ま

鋼は
が
ね

が
で
き
た
。

国
友
で
は
銃
身
を
作
る
「
鍛
冶
師
」、
銃
床

を
作
る
「
台
師
」、
引
き
金
を
作
る
「
金
具
師
」

の
分
業
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
大
量
生

産
に
は
、
砂
鉄
の
採
掘
と
輸
送
、
木
炭
の
製
造

と
輸
送
、
熟
練
の
刀
鍛
冶
な
ど
製
造
か
ら
流
通

の
シ
ス
テ
ム
が
欠
か
せ
な
い
。
国
内
で
は
す
で

に
日
本
刀
で
そ
の
体
系
が
で
き
て
い
た
。

徳
川
の
世
に
な
る
。
平
和
な
時
代
に
鉄
砲
は

無
用
。
鉄
砲
鍛
冶
は
工
芸
品
や
農
業
・
大
工
道

具
へ
移
っ
て
い
く
。
日
本
が
泰
平
の
眠
り
に
つ

い
て
い
る
間
に
、
欧
米
は
強
力
な
軍
事
力
を
整

え
た
。
ペ
リ
ー
は
大
型
蒸
気
船
と
新
型
大
砲
で

眠
り
を
覚
ま
し
た
。
だ
が
彼
は
日
本
人
の
潜
在

的
な
技
術
力
の
高
さ
を
見
抜
い
て
い
た
。

寺
子
屋
や
藩
校
で
学
ぶ
教
育
水
準
の
高
さ
や

職
人
の
腕
に
感
嘆
し
「
日
本
人
が
一
度
文
明
世

界
の
過
去
及
び
現
在
の
技
術
を
所
有
し
た
な
ら

ば
、
将
来
の
機
械
工
業
の
成
功
を
目
指
す
競
争

に
加
わ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
同
級
生
は
途

中
で
退
社
。
刀
鍛
冶
の
修
業
を
積
み
刀
工
の
資

格
を
得
た
。
先
祖
の
血
が
騒
い
だ
の
だ
ろ
う
か
。

「
日
本
は
鉄
砲
大
国
だ
っ
た
！
」

市長の手控え帖

広報しらかわ　2024. ４（Ｒ6)
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